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１ 「金銭管理」における課題の再整理

令和5年10月26日開催「第７回 全区版地域
ケア会議」資料より抜粋



２ 金銭管理問題の対策案１
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①あんしん事業利用相談を受付

②初回訪問。サービスの説明、申込書記入

③ガイドライン１回目訪問。判断能力と意思確認

④ガイドライン２回目訪問。③から１週間以上経過後に実施
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（１）（仮称）あんしん事業事業開始前までの金銭管理の支援（案）
あんしん事業の利用申込から契約までの2カ月間に、区独自事業としてあんしん事業専門員が金銭管理を
実施する。支援内容は、預金の払戻し、公共料金振込、緊急かつ必要不可欠な書類手続支援。

⑤支援計画書作成

⑥契約

②～⑥の期間も専
門員が金銭管理を
実施することで、約
２カ月の空白期間
を解消する。

⑦サービス開始

約
２
カ
月



２ 金銭管理問題の対策案２
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⑵緊急対応金銭管理（案）
障害や認知症等により判断能力が低下した方を対象に、金銭管理困難によるライフライン停止を回避する
ため、区が民法第697～698条「事務管理」を根拠に、必要な費用を措置する。後見開始後に後見人から
返済を受ける。対象とする経費は、光熱水費、電話利用料、入院費、福祉サービス利用料、家賃。

①身寄りがなく、金銭管理できない高齢者を把握

②法定後見が必要と判断し、準備を開始

③区長申立てにより家裁の審判開始

④家裁の審判が下り、後見開始
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例）緊急対応金銭管理（案）の適用場面

成年後見手続き中にラ
イフライン停止が発生

⑤後見人が本人の財産から

区に返済する

区が生活に必要な費
用を一時的に措置し
て、ライフラインを維
持していく
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